
「目」の はいる 漢字
か ん じ

 

 
目 め、もく 

 

 
見 み（る）、けん  

 
覚 

おぼえ（る）、 

さめ(る)、かく  

 
親 

おや、しん、 

した（しい）  

 
相 

あい、 

そう、しょう  

 

☆いっしょに おぼえよう！ 

「目」に 

にている 字 自 じ  

「親」に 

にている 字 新 
あたら(しい) 

しん  

 

（１） かきたして かんじの なかまを つくりましょう。 

 

（２） （   ）に 漢字の よみかたを かきましょう。 

① 目
（      ）

的
てき

を 覚
（      ）

えていますか。 

② まだ 暗
（      ）

いうちに 目
（      ）

が 覚
（      ）

めました。 

③ 両
りょう

親
（      ）

が 授業
じゅぎょう

を 見
（      ）

に きました。 

④ わたしには 親
（      ）

しい 友
とも

だちが 二 人
（      ）

います。 

⑤ 自
（      ）

由
ゆう

に 見
（      ）

学
がく

して ください。 

⑥ わたしの 新
（      ）

しい くつを 見
（      ）

てください。 

⑦ 相
（      ）

手
て

の 目
（      ）

を 見
（      ）

て 話
はな

しましょう。 

（３） （   ）に 漢字を かきましょう。 

① 暗
く ら

いので、 （
め

          ）が よく（
み

          ）えません。 

② （
もく

          ）標
ひょう

は、 漢字
か ん じ

テストで 10点
てん

を とることです。 

③ 友達
ともだち

に （
しん

          ）切
せつ

に しましょう。 

④ （
しん

          ）学年
がくねん

は 4月
がつ

から はじまります。 

⑤ こまったときは、 親
おや

に （
そう

          ）談
だん

します。 

⑥ （
じ

          ）分
ぶん

の ことは （
じ

          ）分
ぶん

で やりましょう。 

⑦ （
あたら

          ）しい 漢字
か ん じ

を （
おぼ

          ）えましょう。 


